
NPO法人　障がい者自立センターかまいし　令和5年度事業報告
（令和5年4月～令和6年3月）

1 事業の成果
令和５年度は、年度当初の５月に新型コロナウイルスが「５類感染症」となり職員や利用者・関係者には感染症予防には引き続き留意してもらいながら、少しずつ以前までの日常生活・活動に戻る機会となった。
　　幸い、各事業で感染が流行せず休業に至る事態も避けることが出来たため、それぞれの事業で年度当初の「事業計画」に即した形で事業運営がなされたことは、各事業に職員や関係する方たちの理解と協力があって、無事に遂行することが出来た。
　　個々の事業も当初の計画に沿って運営することが出来て、主力の事業となる生活介護事業・放課後等デイサービス事業共に計画を上回る形での事業報告をさせて頂き、他の事業についてもそれぞれ利用当事者にとってはかけがえのない支援となっており、安定しサービス提供が行えたことをご報告させて頂く。
　　本年度途中からは、「基幹型相談支援センター」設置に向けた事業協力の依頼や、新規での共同生活援助（通称：グループホーム）としての物件貸与の話題など次年度に向け新たな展開の話題が進んでいる状況となっている。

　　最後に生活介護事業「まりん」で長く施設長を勤め、理事も兼ねていた山﨑耀樹理事が1月に逝去。闘病中も最後までまりんの活動に関心を持って激励の言葉を頂いておりました。
また、3月には法人発足前から尽力いただいた小野寺哲理事が逝去されました。小野寺様には当法人が法人として活動を開始する前進で、東日本大震災後に愛知県の「ＡＪＵ自立の家」が障がい者向けのボランティアセンターを設置する際に、活動開始に向け尽力いただき、法人発足時から理事としてもご協力を頂きました。
お二人の存在は現法人を運営しているうえで大きな礎となっており、法人全体としてご冥福をお祈りいたします。






２　事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係る事業
　
1 障がい者支援のためのボランティア活動事業
　　・具体的な事業内容
　　　買物、代読、代筆、書類提出などを本年度も行った。　　　
　　・実施日時
　　　買物等日常生活に関わる支援は、ご希望により適宜行った。
　　・実施場所
　　　市内のスーパーでの買物や、書類の代読、代筆、提出などの便宜を図った。
　　・従業者の人数
　　　　８人
　　・受益対象者の範囲及び人数
　　　市内におられる障がい者の方々　５人

2 自立生活支援事業
　　・具体的な事業内容
　　　日中活動利用者の方々が、それぞれに相応しい自立生活に思いを向けられるような取り組みを、日々の活動の内に心がけている。

3 障がい福祉サービス及び介助者派遣事業
　　・実施日時
　　　日曜を除く毎日、ただし希望によっては日曜も稼動した。
　　・実施場所
　　　主たる事業所「まりん」、「ライトハウス」、「海渡」、「フルセイル」
　　・従業者の人数
　　　20人

4 車いす無料貸し出し事業
　　・具体的な事業内容…
　　　地域で一時的に車いす利用が必要な方々に、無料で貸出を行った。
　　・実施日時…　　　適宜行った。
　　・実施場所…　　　主たる事業所
　　・受益対象者の範囲及び人数…　　　地域の方々　２人


●具体的な事業内容（障害者総合支援法等に関連する福祉サービス等）

〇生活介護事業所まりん
（地域活動支援センター事業(Ⅱ型）、日中一時支援事業を含む)
事業は利用対象児者に沿って、生活介護事業、地域活動支援センター事業、
日中一時支援事業の３つの事業を継続して行った。 
　昨年度と比較し生活介護事業、地域活動支援センター事業の延べ利用者数は増加、日中一時支援事業は減少している。日中一時支援事業の延べ利用者数の減少要因としては、生活介護事業の利用者数増加に伴い、活動スペースや職員体制の確保が難しくなり、新たな利用者の受入れを積極的には行わなかったことが大きい。
生活介護事業、地域活動支援センター事業の方々は、今年度も創作活動及び生産活動、入浴や調理、麻雀やカラオケ、ニュースポーツ等のレクリエーション活動などを行っている。特に麻雀は４人集まることが難しく不定期での活動となっていたが、毎週１回千葉理事にも参加していただくことで定期的に活動をすることができるようになった。またクラブ活動では少人数ならではのみなさんの希望に沿った活動ができ、利用者の方たちの満足度も高く人気の活動として定着してきている。
職員配置は令和6年3月現在、管理者兼サービス管理責任者１名、看護師（非常勤）１名、生活支援員（常勤）３名、（非常勤）３名となっている。今年度は介護福祉士の有資格者が３名となり、福祉専門職員配置等加算(Ⅰ)を申請することができた。

　まりん　利用者実人数／延べ人数　　　　　　　　（2023年4月～3月）
	事業名
	地域活動支援センター
	日中一時支援
	生活介護

	2022年度
	11／495
	10／1289
	28／3,364

	2023年度
	10／693
	9／685
	27／3,758


 

 






○ヘルパーステーション海渡（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護）
　4つの事業を継続して行い、居宅介護、同行援護についてはほぼ例年通りに推移した。重度訪問介護、行動援護についての実績はなかった。
居宅介護では通院同行を利用して市外への対応がほぼ毎月1回以上求められた。長期入院や大きな手術が必要になった方もいたが、いずれの方も以前の生活に近く復帰することが出来たことは幸いであった。また、ご家族の負担軽減のためや、安定した生活を行うため、まりんやフルセイルへ利用の移行などが予定されている。
同行援護については、およそ月1～２回程度の利用が見られている。内容としては通院のための同行や手続きのために必要な外出などになっている。他、新規利用者1名の通院対応の同行を開始した。
従業者を新たに2名迎え、まりんの業務と兼務を行っている。いずれもヘルパー資格を有しており、配置直後から活躍をしていただいている。
令和5年6月・7月に同行援護従業者養成研修を1名が受講し、資格を取得した。
請求、支援記録などの業務負担を軽減する目的のためまりんと共通のソフトの導入を行った。

合計実人数/延べ人数（令和5年4月～令和6年3月）
	事業
	居宅
	重訪
	同行
	行動

	2022年度（令和4年度）
	19／1028
	0
	5／23
	0

	2023年度（令和5年度）
	18／914
	0
	4／24
	0
















〇フルセイル平田（共同生活援助事業）
年度開始時は１室空床となっていたが、体験利用を実施し8月に入居された事
で入居者9名、満床となる。毎月2名程は帰宅等するものの、利用は安定している事もあり収入については安定しているものの、設備面での支出（床暖房や配管等の修繕）がみられた。またホーム内の蛍光灯をLEDに変更、冷蔵庫の購入等、備品についての購入もあった。
入居者、支援状況については、年間通して体調管理や感染症予防に努め、集団での感染については防ぐことが出来た。入居者個々に、既往からの入院、腰痛、情緒不安等が見られることがあったがその都度、受診や関係機関等との連絡、相談等の支援を行った。また、お盆や年末年始等に帰省や県外への外出等される事も多く、スケジュール等の相談の対応、日常での食事や誕生日メニューの対応等、個々の希望も取り入れるようにした。さらに入居者会議、世話人会議を行い、双方の意見や希望を聞いたり、現状等の確認をし合い、情報・支援の共有をはかりながら「生活しやすい環境」になるように努めた。
 
フルセイル利用者実人数/延べ人数　　　　　　　　　　
	
	４月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	2022（R4）
	6/171
	7/179
	7/195
	8/243
	9/247
	9/267
	9/275
	9/264
	9/255
	9/271
	9/232
	9/243
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	8/244
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	9/261
	9/273
	9/257
	9/271
1/4
	9/260
1/3
	9/253
	9/277


















〇ライトハウス
放課後等デイサービス、日中一時支援事業（障害児タイムケア）、地域活動成員センターⅡ型3つの事業を継続して行った。
★放課後等デイサービス
コロナウイルス感染症が5類に移行したが感染は続いていたが、令和5年度はライトハウスでの発生はなかったので通常営業ができた。利用者も予定通りの利用ができ、実績も伸びている。年度後半になり、当日のキャンセルがでたが、欠席時対応加算を請求したことで、欠席でも報酬を得る事ができた。
活動は、令和4年度の保護者の事業所評価結果を受けて、希望があった戸外活動の再開、保護者も一緒にミニ夏祭りの開催、保護者との　特に新1年生保護者との面談を行った。
2024（R6）3月末
	
年度
	　　　　　　契約／延利用
		内　　　　　　　訳

	
	
	小学生
	中学生
	高校生

	
	
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用

	2022（R4）
	23/1491
	16/1095
	4/137
	3/259

	2023（R5）
	29/2163
	22/1494
	5/531
	2/138



★日中一時支援事業（障害児タイムケア）
　放課後等デイサービスの制度補完として実施している。1日に他の放課後デイサービスを利用する場合、ライトハウス分は日中一時で計上している
	
年度
	　契約／延利用
	内　　　　　　　　訳

	
	
	未就学
	小学生
	中学生
	高校生

	
	
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用

	2022（R4）
	22/357
	3/35
	15/323
	1/2
	3/37

	2023（R5）
	26/209
	3/9
	15/158
	3/12
	4/30



★地域生活支援センターⅡ型
　成人の日中の居場所として利用されている。
	
	定期利用者
	延べ利用者

	2022（R4）
	8
	194

	2023（R5）
	9
	254




〇相談支援事業所ライトハウス
　　今年度の事業としては、基本相談支援の契約者は年間でおおよそ１３５件で推移し、そのうち成人を対象とする「計画相談支援」が約７０件、児童を対象とする「障害児相談支援」が約６５件と、昨年度から微増となっている。
成人期の計画相談ではコロナ禍となって複数事業所を利用する方が増え、その分で事業所利用などの調整などの業務が増えている。
児童期の「障害児相談支援」では市町立小学校の特別支援学級在籍する児童のニーズが増えており、利用の調整に加えて学校を交えて関係者での支援検討の会議開催も増えている。
相談支援のニーズが増えて来たため、1月より相談支援員1名雇用し2名体制となった。　
月平均
	
	計画相談支援（成人）
	障がい児相談
	計

	2022（R4）
	17
	18
	35

	2023（R5）
	22
	17
	39



3　事業費の金額
88,214,617円　（総支出－管理費）

